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欝

経

､家族に流れる海流一

型客船 は巨大な氷山に衝突 しました。1,503

名 の乗客は英国と合衆国の名士 が多かった

のですが∴沈没とともに海 中に引き込 まれ,

救助 された人はわずかに703名 で した。

そして,1970年 代初頭に,私 たちはイギ

リスか ら合衆国へ向かう飛行機 でグリーン

ラン ド上窄を韓え,再 び氷 山を目にしまし

た。空路はほとんど分厚い雲の上で したが,

グ リー ンラソ ド上空を飛んだときには空は

晴れあがり,雲 ひとつありまぜんで した。

太陽はまぶ しく輝 いており,あ のように雄

参で美レい光景はめったに見られるもので
ばおPウ孝せん。はるかに広がるのは,巨 大

な島費覆う何キロもの氷のじらうたんでし

だ。11::厚い氷河がゆっくりと谷から海に進み,

砕けて氷山になつているのも見えました。

7ゴ:耳･ルドはジ大洋目指して流れてくる氷
の叫でび?し りと埋紗 で.い部 た･､そこ

醒3･年 以上も前蜆 嫡9鱗 の氷中の
藍灌れ故郷 だったぬ です。じ

グ リーンラン ドの氷 の原から生 まれた氷

山の進路 は明らかでした。 ゆるやかなラブ

ラ ドル寒流はパフィン湾 とデー ビス海峡 を

通って絶 え間なく南下 しながら,風 と波 と

潮の勢いにも負けず巨大な氷山を運ぶので

す。海流は,表 面 を吹 く風よ りもずっと大

きな力で自分の道 を進 みます。

この自然の相克を,私 たちは自分の生活

に引き比べて考 えました。親 の正 しい教 え

によって家族 に生じる生活の海流が,誤 っ

た世 のおびただしい悪影響 の波風にも負け

ず,子 供 の進 む方向を意の ままに導 くこと

は,幾 度もあるで しょう。､

私 たちの見るところ,海 の波の下 にはお

ろそかにできない力が存在 し,ま た,私 た

9
自
､

ちの生活にもそめよう』に強 い力が存在 しま

す。

強大 な ミ斗シ ッビ川も,大 海流 に比べれ

ば小胴 然です･海 流の蝉 も流れの速い

のが,ラ ブラ ドル海流 だといいます。 それ

に次 ぐのがメキ シコ湾流で,こ の海流 はメ

キシコ湾の東側から合衆国東岸 に沿って北

上 し,大 西洋 をまたいで ヨ7ロ ッパ沿岸を

暖める暖流 です。 また,規 模からいえばそ

れに劣 りこそすれ,ラ ブラ ドル海流は年々

何千の氷山を,生 まれ故郷 のグ リー ンラン

ドか ら,メ キシゴ湾流 と出会 って解けるま

で,確 実に忠実に運び続けています。 かの

タイタニック号が悲運 に殉 じたのは,ち ょ

うどラブラ ドル海流 とメキシコ湾流が合す

る地点で した。

私 たちの道が,自 分 ではほんの一角 しか

認知 していない力によってかな り左右 され

るということは,氷 山と同 じです。 またし

かし,私 たちが氷 山よりも船のようである

のも確 かです。､私たちには 自分 で動 く力が

あって,海 流 に気づ きさえすれば都合良 く

･利用 もできるのです。

このように,も し私 たちが正 しい生活 と

いう目標 に向か って流れる強 く確実な海流

を.家 族の中に生 み出せたならば,親 も子

供 も,困 苦 や落胆 や誘惑や時流の逆風にも

､1負けずに,前 進できるでしょう。

若者 も大人も,と きにはいつ まで続 くだ

ろうか と疑わしく思 うような,実 に多 くの

渦巻 く風 に身をさらしています。時流の風.

は,不 安で仲間 に受 け入れ られたいと思 っ

ている人々を押 し流 します。性の誘惑の風

は結婚生活を破壊 し,輝 かしい未来を廃嘘

と化 し,人 々を落胆 させます。悪い仲間,
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家族に流れる海流一
とくしん

幻覚剤,漬 神行為,ポ ル ノグラフィー……

これらは,も し私 たちが正 しい生活に向か

う強 く確実な海流 に乗 っていなければ,私

たちを押 し流 していって しまうでしょう。

私 たち は親 として,家 族 の一員 としてふ

さわ しい生 活 を営 むこ とにより,生 活の

海流を定め,そ れを強力･にしなければな ら

ないのです。'

私 たち一人一人は,清 く神聖で真実 な,

世 の 中か ら独立 した影響 力の ある力強い

神 とな る可能 性 を宿 してい ます。私 たち

は聖典から,自 分 が永遠 の存在で初めに神

と共にあったことを教 えられています。(ア

ブラハム3:22参 照)そ のことを知る と,

人 の尊厳 について他 と異なる認識が生まれ

るのです。良い家庭の子供 たちが反抗 した

り,道 を踏 み誤ったり,罪 を犯 したり,あ

げぐのはては神 と争ったりもするのを,私

はしば しば目にしてぎました。義 の海流を

起 こそう∫模範 になって教 えようと自分 の

最善を尽 くしてきた両親 は,そ れ に大 きな

悲 しみを受 けます。 しか し,よ くあること

ですが,そ の子供たちの多くが,迷 いの年

月を過 ごした後に,心 を和 らげ,失 ってい

たものを悟 り,悔い改めて社会の霊的側面 に

大 きな貢献 をするのです。それはなぜかと

いえば,い ろいろな逆風が吹 きつける中で,

彼 らは自分で意識する以上に大 きく,自 分

の家庭で培われた生活の海流の影響 を受 け

ていたのであううと思います･
.1槻 ㌔轡

が 自分の家庭の中に,父 母 と同 じ雰囲気 を

持ちたいと望むとき,き っと両親の生活 に

意義 を与 えた信仰 に立 ち帰るごどで しま.づ。

､もちろんのこと,正 しい両親 でも必ず子

供を掌握できる保証 はあ りませんし,で き

る限 りの ことをしないならば,子 供 は遠の

いていくで しょう。

ですが もし,私 たちが親 として子供たち

に影響 を与え,｢狭 く細い道｣へ 導 くことを'

しなかったなら,'そ のときには,悪 と誘惑 』

の波風が子孫を道から連 れ去 るに違いあ り

ません。

｢子 をその行 くべき道 に従 って教 えよ
,.

そ うすれば年老 いても,そ れを離 れる こと

がない。｣(箴 言22:6)私 た ちの知 ってい

ることは何かといえば,子 供 に良い影響 を

及 ぼそうと努 める正 しい両親 は終わ りの日
とが

に瞥な しとされ,全 員とは言わないまで.も,

子 供たちの大半を救いに導 くだろうという㌧

ことです。

モーサヤ書 に,人 の心の相克が述 べられ 翫

ています。

｢肉欲 に従 う人 は神の敵であって
,ア ダ

ムの堕落 して この方そうである。 しかレ,

人 がもし聖霊の導 きに従 い肉欲 に従 うこと

をす亡て主キ リス トの身代 わの順罪に由っ
おさなご

て聖徒 とな.り,幼 児のように従順で柔和 で
'謙 遜で忍耐で愛情に富み

,幼 児がその父に

従 うように,主 が負わせたもうすべてのこ

とに喜んで服従 しないならば,と こしえに

神 の敵 となるであろう。｣(モーサヤ3:19)

｢肉欲 に従 う人｣と は
,動 物的な情欲 た

負け,霊 的な心を曇 らせて しまう｢こ の世

的な人｣で す。

､ま ず第丁には,永 遠 に灘い遂 げるために

自分 を合･わせて呼 うζ亨る鋤 がみうれ

黎羅劉響繋鍵
現代社会の分析家は,急 激に変化する世

9
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家族に流れる海流一
や実行 に参加 させ ましょう。家族にバプテ

スマや確認の儀式,按 手聖任を受ける人が

いたなら,家 族 みんなでその会 に出席でき

ます しg野 球 チームに入 っている子供には

全貝で声援 を送 ることもできます。家庭 の

夕べや食事 どきや祈 りのときにはいっも全･

員が顔 を合わせますから,み んな一緒に什

分の一 を納め,.教 えと模範でこの うるわ し

い原則 を学ぶこともできます。

家庭では,層主 に頼 ることを特別な場合 に

限るので信な ζ,そ れが 戸常の自然な経験

となるようにしなければなりません。その

ためのひとつの方法 は,毎 日の熱心 な祈 り

です。た だ祈るだけでは十分 ではあ りませ

ん。親である自分が知 らなければならない

こと,家 族のためにしなければな らない こ

とを啓示してくださるという信仰をも｢って,

実際に主に話 しかけることが大切なのです。

ある人たちは祈 っていると,子 供 が目を開

けて主が本当にそこにおられるのを見たが

ったといいます。それほど親 しみのあ『る率

直な祈 りでした。

子供が家 を離れて学校 や伝道 に行 く,妻

が精神的に疲れている,子 供が結婚 する,

大切な決断に助言を求められたなど,い ず

れの場合にも父親は族長 の責任 を行使 して

家族 を祝福することができます。

また,忘 れてならないのは,特 に父親不

在の ときに,母 親が子供 たちと共 に祈 って

子供のために主の祝福を呼び求 めることで

す。母親は神権 によってではなく｣一 家を

正 しく治めるという神から与えられた責任

によって,そ れを行 なうのです。｢1･

私 たちが氷山とは異なつているひとつの
』大切 な点があ ります

。私 たちには,･み ずか

ら動 く力があり,そ のため船と同 じように,

望 む所へ動いて行 くことができるのです。

海流 に気 づけばそれを利用することもでき

ます。南米か ら乖米 の大西洋沿岸港へ航行

する巨大 なオィルタ ンカ≦や鎌鉱積載船 は,

ち ょうど飛行機 が上空の ジェ毘 ト気流 に乗

･る ように,.＼メキシコ湾流 を利甫す惹と言 わ､

れ ています。､｢

もし海流に逆 らいたければそれ もで春る ､､

で しょう。 しかし海流の力は絶大で外 ピ/

〈〉･← 。◇ 噌く〉。ウ･や･〈 〉･〈〉･《〉･《〉 。ウ･◇･･<>rケ･〈}6〈 〉･1

･家庭で1碑,主 に顛うこと奪特別.

な場舎に限るのではなく暁それ

が日常の自然な経験となるようr

にしなければなりません。

〈〉●〈〉。〈〉･〈〉●〈〉。〈〉･〈〉●〈〉･〈〉･〈〉･〈〉･〈〉･〈〉.〈〉･〈〉･〈〉･

アリー提督が北極に向かった とき,､島 めよ

うに大 きい流氷 に乗 っているのに気 がつ き,

犬 を連れて北極 を目指 したが,流 氷 は海流

のため,そ れよりもずっと速い勢いで南に

流れていった といいます。

兄弟姉妹の皆 さん,家 庭 は私 たちの宝で
よ

す。｢家庭 そして家族 は,私 たちの依 って立,

つ基盤です。そのことを,今 度 の大会では

幾度 も聞きました。家庭生活,互 いに愛 し

合い頼 り合 う親子について。それこそ,主 が

私たちのために計画された生 き方なのです。

私 は皆 さんを祝福 し,天 におられる主の

祝福 を与えます。兄弟姉妹の皆 さん,私 は

これが主 のみ業 であることを知 っています。

私は主が生 きておられるととを知 っていま

す。 アダムと共 にお られた神,ヨ ルダン川

のほ と.りに来て,』｢こ れ はわた しの愛 する
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母1欝 奪翼二錨 凝 誌欝
教えてもらっていた私 は,す っか り自信 を

なくしてしまいました。 というのは,ど ん

なによく説明を聞き,覚 えようとしても,

私 にはどうして もあるところまでしか母 に

言われた通 りの縫 い方がで きないのです。

結局 は,そ の先をまた母の ところに行 って,

聞 き直さなければなりませんで した。

磯
←籍

そうした中で,私 はひとつの ことを思 い

ました。 それは,母 が説明 して くれている

間,で きあがったジッパーをよく見ておき,

それ を頭 に浮かべながら縫 っていけば,私

にもできるので はないかということです。

そのことに気がついてか ら私は,こ の原

則 は私 たちの生活の他 の分 野にも当てはま

ることを知 りました。つまり,新 しい情報

を伝 えるのに,言 葉だけでは十分 とは言え
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で未来 を見通 し,死 んで亡びるはずのこの

肉体が よみがえって不死不滅 となるところ,

すなわちこの朽 ちるはずの ものが復活 して

朽ちないものとなって現世 でわが身の した

行いに応じて裁判 を受 けるために神の御前

に立つ ところが見えるか。

あなたたちは裁判の 日に主の御声が自分
きこ

たちに聞 えて 『さいわいなる者たちよ,わ

れに来れ。汝 らが地上 にてなしたる行 いは
ただ

i義し』 と言いたもうことを今から思いはか

ることができるか。｣(ア ルマ5:14-16)

アル マは,人 々 に主の方法を試 させ るに

は,ま ず彼 らの頭の中に,主 のみ業 に働 く

彼ら自身の姿を思い浮かべ させることが大

切 であることを知 っていました。

子供たちがまだ小 さいうちにこのような

縷 繋灘'欝 　

無:

憾

窺

,

勢

～

憐

吏

籍
ケ

痘

楽
鯉
ー

㎎

㍉

セ

〆

､

触

レ嚢
縫

蒲
灘
墨
膨

イメージを植 えつけることは,親 としての

私 たちの責任です。 そしてそのイメー ジが,

子供 たちの行動 を決めるのです。

子供たちに良いイメージを与える最 もす

ばらしい方法のひとつは,聖 典の中の話や
そう

家族の人の話 をすることです。私 は,曾 祖

父 のロバー ト･D･ヤ ングの話を聞いてか

ら,自 分はこうあ りたいと,は っきりした

イメージを持っようになりました。曾祖父

は私 が14歳 のときに95歳 という高齢で世を

去 りました。 まるでいつ も私 と共 に歩 き,

私 の歩む道 を導いてくれているような,そ

んな曾祖父が私 は大好 きです。

私 自身,曾 祖父 についての思 い出はあま

りあ りません が,こ れま で彼 につ いてい

ろいろと聞 いてきました。中でも大好 きな

のは,曾 祖父が十代の頃,カ ウボーイの仲

間に入って,コ ロラ ドからテキサスまで家

畜 を移動 させたときの話です。その家畜の

主 は,ま だ世帯 を持たない非常 に裕福 な人

で した。その人は,最 初の数 日間を一緒 に

旅 しただけで,途 中か ら他 の仕事 に行 って

しまいました。テキサスへ向かうカウボー

イたちは,み な曾祖父よりも年上で したが,

彼 らは休 憩のたびに,曾 祖父 にはつまらな

いと思 うような遊 びに興 じていました。曾

祖父は彼 らに加 わらず,ひ とり静かな場所

を捜 しては数学や工学の勉強 にいそしんで

いました。

目的地 に到着する前の晩の ことです。他

のカウボーイたちは無事到着 したことを祝

って,近 くの町 に出かけることにしていま

した。彼 らは曾祖 父にも声をかけました。

しかし,彼 は家畜 の世話 をするために雇 わ

れたのだか ら,最 後 まできちんと世話をす
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えない人でした。･入院後数週 間して,私 は

娘たちをこのすば らしい女性 と彼女 のご主

人に会わせま.した。 それは忘 れ難いひとと

きとな りました。ふたりは私 たちに,福 音

に対する信仰と愛の話をたくさん してくれ

ためです。 それか ら4年 た6た 今 も,娘 た

ちは福音 と共に成長 するこ.とによって得 ら

れる.信仰や喜び,.愛 に対 レてすば らしい気

持 ちを抱き続けでいます。

このように,..子供 たちにたびたび模範的

な人々に接する機会 を与えて.いた私 たちは,

彼 らにとって最 もすばらしい模範は,ま ず

私 たち両親でなければならないことに気 づ

いたのです。 どこの親 もそうだと思 います

が,..子供 め欠点 を注意 しようとするときに,

子供たちの方がす ぐに私 たちの中に同じよ

うな欠点を見つけてしまうので,自 信 をな

くして.しまうことがよくあるのです。私 は,

子供たちに正 しいイメージを持 うてもらう.

一番良い方法は
,ま ず自分演子供たちに望

むよう.な人になることである と,悪づ ていま

す。.そのためには,夫 婦 があ らゆる機会 を

とらえて,子 供 たちの見ている前で相手を

ほあるこどです。 これはとて も効果 があ り

ます。.､ピ.ち...

･以前,あ る学識者 が私 に講 して くれた こ

とがあ ります。一それは彼.と奥.さんが結婚 し1

て間 もなく気づ いたことで.したが1良 い特

質というものはたいてい見過 ごされてしま

うのに(特 にこの世 嘩 脚 脚 汗 珠たち

からはそうですが),良 くない習慣や特質 と

1いうのはゴ不快 な結果を招 く.ためにお.のず

と目立ってしまうとい うことでした。そこ

でζの夫婦 はゲ子供 たちに正 しいイメー ジ

を持.って もらうために,機 会を見つけては,

.奮

お互 いの良い点 を子供たちに知 らせること

に.したのです6

これは,.非 常 にすばらしいア ドバイスと.

な りました。たとえば,..夫が ガソリンスタ

ン ドでお金 を払 うている間,子 供た.ちと私

は車 で待 っているわけですが,こ の機会 を

とらえて私は こう言うのです。｢.ほ.ら,お父
.
さんをごらんなさい。神様を愛 しているか

ら,い つ もム生懸命 に戒 めを守 っているの

よ。 すば らしいわね。｣次の ようにもっと具

体的 に言うこζもあ りますb｢お 父 さんのこ

とで,.特 に大好 きなことが.あるんだけど,

何 かわかる｢?｣ま た 昼食の用意 をしなが ら

このように尋 ねることもあります。｢お.父さ

んって,.と.て も心のやさしい人なのよ。 き

のう,ジ ョー ンズ姉妹が証 をした とき,お

父さんの 目に涙が浮かんでいた.のに気がつ

いたかしら。｣

これは,イ メー ジを作 りあげているだけ

でなく,子 供 たちにこう語 りかけているこ

とにもな りますg｢や 母 亨んに.とつて,餌 値

のあるも.の,大 切なものはこれなの。あな

たたちもこうした特質 を身につけてくれた

ら,と て もうれしい わ。｣･旨

`子 供たちに正 しいイ
.メージを持たせるも

うびとつの方法 は,･彼 らに祝福師の祝福.を

よく.理解 させることです。祝福師の視福.に

は,彼 らの受 け継ぐものや血統',約 束 され.

て いる祝福な どが述 べられています6 .普通

は,一 人一人の持 つているすばらしい特質

な どにも触れ られているはずです。.私たち

が,妥 ういうた特質 を強調 しなが ら,そ れ

らを子供 の真 の姿 と.し.てとらえれば,子 供

たちも自分 自身に対 してそのような良いイ

.メージを抱 く･ようになるで.しょう。∵
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なもの,何 かわかる?｣

｢なあ に｣彼 女が聞 き返 しました。

｢朝起きてすぐに
,あ なたのとっても明

るいかわいい笑顔を見ることよ。朝一番に

あなたの笑顔を見ると,一 日がとて も楽 し

くなるのよ。｣

彼女 は何 も言 いませんでした。翌朝,私

が朝食の用意をしていると,だ れかが肩を

たたきました。 ふりむくと,も じゃもじゃ

の頭の眠そうな目のアニ ッサが,無 理や り

作った妙な笑顔 を見せて立 っていました。

｢い ったい
,ど うし……｣そ こまで言い

かけた私は口をつぐみました。 ゆうべ言 っ

たことを思 い出 したのです。｢すてきな笑顔

ねd私 はそう言う と,彼 女 を抱 きしめま.し

た。｢さ あ,き ょうはすば らしい 日にな りそ

うだわ。｣確 かにその通 りにな りました。

そして最近の家庭 の夕べで,す ば らしい

ことが起 こったのです。その日のプログラ

ムで,私 たちは人にはない自分 だけの特質

をあげることになっていました。 アニ ッサ

はとっさにこう答 えたのです。｢わ たしは,

いつもしあわせな明るい子よ。｣今では,彼

女 も自分 に対 してはっきりとそうしたイメ

ージを持 っているようです。

子供たちに,会 得できる正 しいイメージ

を持 たせることは,私 たちが彼 らにしてあ

げられる最 も大切 なことの中に数 えられる

のではないでしょうか。彼 らが 自分 に対 し

て,.立 派な人というイメー ジを持 てれば,

当然行動 もそうしたものになるで しょう。

つまり,私 たちの行動 を決めるイメージ

は,キ リストのイメー ジでなければならな

いということです。 アルマは私たちにこう

尋ねています。｢あなたたちは神の御姿を自

警聯聯 饗
毒晒･戸･1

ジ ㌧ 二｣･駈嘗 趨
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分の身に受 けているか。 あなたたちは今言

った ような大 きな改心をすでに感じている

か。｣(ア ルマ ら:14>

子供 たちの心 にキ リス トのイメージを植

えつける前に,ま ず親である私たち自身が

そうしたイメー ジを持 たなければな りませ

ん。そのためには,救 い主の生涯やみ教 え

をよく読み,学 ぶ必要 があ ります。 それか

ら子供 たちに教 えるのです。私 たちはそれ

らの教 えによく精通 し,単 なる言葉 として.

で はなく,自 分が何者であるかという概念,

イメージとして心の中にとらえられるよう

にならなければな りません。(シ ェリー･ジ

書ンソン:8児 の母,バ ウンテフル･ユ タ

西 ステーキ部 で扶助協会 の責任 を受 けてい

る)
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また,主 はここで,主 ご自身 と私たちと

の関係 について非常に大切 なことを教 えて

くださっています。イエスは,た とえ話を

され.なが ら1ご 自分 の多くの時間をさいて

人々に教えや導 きを施 され ま.した。｢イエス
たとえ

は讐で多くの事 を語 り･…･･讐に よらないで

は何事 も彼 らに語 られなかった。｣(マ タイ

13:3,34)キ リス トとペ テロが水の上 を

歩かれたこの話 も,ひ とつの劇化 されたた

とえとして受 けとれば,そ こ.から多くのこ

とを学ぶことができるはずです。 キ リス.ト

が話 さ.れた他のたとえ話の.ように,.こ の出

来事 にもひとっだけでなく.もっとたくさん

の意味 があるのです。表面 だけを見ると,

これは超 自然的な力を備 えた主が,お ぼれ

かかった弟子.を助 け,お そらくは沈みかか

った舟 さえも救 い上 げられ.た,海 上でのす

ばらしい冒険談の ようにも見えます。

しかし別の見方をしてみると,そ こには

権能や九 奇跡の本質が見 えてきます。そ

して私たちは,.自 然の.力を支配 される神 の
い けい

御子に畏敬の念 さえ抱 くのですb

さら.に別の見方をすると,そ の 日.ガリラ

ヤの海で起 こうた出来事 には,私 たちが人

生で経験する様々なことが象徴的に写L･出

されているめがわかり.ます。

ペテロと他の弟子たちはヂ主のみ言葉 に

.従
って海へ出ま.した。私たちも主のみここ

ろに喜 んで従 い,こ の世の旅 に出.ました6

そ して,突 然の嵐にガ リラヤ.の海 を渡 るこ

とに危険を感 じた舟上の弟子たちのように,

私 たちも途 中.いろいろな危険 に出会うこと

を承知 しなが ら旅 を始めたのです。

.そしてペデロの ように
,r私 たちも現世 で

人生の嵐に出会うては;･世 ぬ与 えてくれる.

助 げも打ち砕 かれう』役 に立たなくなる.とき 一

があるのを知 るのです。こ の世 には,rど ん

L

.な!ζ埠軍に喜てた計噂牽もくつがえ画力が

.存欝 即 鵠 》力魑 は.･初 輝 こ

と鯵撃 鞭 擁 趣 離 碕1瞳 ⑳

ように,...私たちの序飛鴛ばにも,.救 い主が

立?ていて羅 趣 轡･そ･て 私た…

手を伸ばし･励け幣 めさ層 れば･救い

主はゆ で働 嘩 髄 尽 襟
､尋?賜

警 脚 御 で購 蜘)の
ひとりで舟 を離れ,信 仰 によっ.て水の上

を歩いているペテロの姿 を思 い浮かべてみ

子.艇 さ馬 御･レ･か り.と.キ.墜卜!･
目『を向.けて.いためで,1こ.の｢不可能｣な 試

みを咳勢ずせるご.とがで…き蓉 し蒸べ漸し私
.たちも仁･ρ 紬 と吟 きたいと･畢鱗

ち,世 の騨 噸 るρでゆ 砲.恒 羅

ψ知 ζ甘餉 け朝 れば効 ません.つ ま

.堕･私なちにζτ?て最良の機会は･､嵐 の.中

に漂う舟の中にあるのか,そ れと.も救い主

のおられる海の上にあるのかを判断しなけ

ればならないのです。

聖卑には･揮 きちの出会う｢信仰の試し｣

(イ テル12:=6)､に つ いて書 かれています.

が,そ こでは,信 仰 はひとりでに築 かれる

ものではないと言っています。それは努力

によって少 しずつ築かれていくものであ り,

永 遠の生命を受けたいと願うすべてのタダ

に要求 されることなので.す』舟から離れた

ペテロの踏み出す一歩一歩は1.彼 の信仰の

試 しでした,そ してイエスに向かうその歩

みは,彼 を常識的 な生存の手段 から遠 ざけ

ていうたのです。 しかも∵ 舟 を離れて.'｢来

な さい｣と いう主の招 き.に応 じることには

少 しの強制 も.なく, .足を踏 み出す.ことはも

ちろん彼 の意志 に任 されでい.ました。

』｢.とこ.うが少 し来たと蓬:.ろで,.ペ テロの心

は主か らそれ,.:.信仰 の対象が まわ り.をとり
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講講欝 膨
解答者:デ ィー ン･B･ク レバ リー

(伝道管理部補佐,

ユタ･パ ウンテフ

ル南ステーキ部七

十人定員会会長)

教
会員は主 イエス･キ リス トに従う人

人;キ リストの弟子です。私たちは

バプテスマのときに,イ エス･キ リス トの

み名 を身 に引き受 けると誓約 し｢(教 義 と聖

約20:37参 照),｢御 子 にならい……真心か
な

ら正直な目的で事 を為｣(IIニ ー ファイ31:

13)す こ とに同意 し,喜 んで｢神 の民と言

われること｣(モ ーサヤ18:8)を 表 明 しま

した。どの神権 時代 もこの通 りでした。

聖典には,キ リス トに従 う人々が時と場

合によって,正 式な名称の代わ りに略式の

名前 を与 えられたことが書 かれています。

使徒行伝 には｢こ の アンテオケで初めて,
.弟 子
たちがク リスチャ.ンと呼ばれるように

なった｣(使 徒11:26)と 記 されています。

この｢ク リスチャン｣と いう言葉 は,も と

もとは,い たる所で反対 された小宗派の人

たちに対する軽蔑語 として,あ ざけるとき

に使われていたようです。(使徒28:22参 照)

に もかかわ らず,初 期 の聖徒 たちが喜 んで

18

この呼び名 を受 け入れたことははっき りし

ています。

アメリカ大陸 にあってもそれより1世 紀

ほど前に,主 の民がやは り敵から｢ク リス

チャン｣と呼 ばれていま.した。(ア ルマ48:

.10参照)彼 らもその名前 を喜 んで受 けてい

ました。｢教会に属 して真心か らキリス トを

信 じた者 たちはみな忠誠 をつくし,降 臨 し

たもうはずのキ リス トを信 じたか ら,与 え

られたキ リス トまたはク リスチャンと言う

名 を喜 んで受 けた。｣(ア ルマ46:15)

同 じことが私 たちの時代にもありました。

末 日の教会の初期 の頃の教 会員は,モ ルモ

ン経 を聖書 と並ぶ聖典 としているために,

｢モ ルモン｣と いう呼び名を与 えられ まし

た。.初めは侮辱の言葉 でしたが,こ の名前

はじきに受 け入れられ,末 日聖徒 がむ しろ

自発的に用いるようにな りました。
.
しかし,1838年4月26日,ミ ズー リ州 フ

ァーウェス トで予言者ジ ョセブ･ス ミスを

通 じて与 えられた啓示の中で,主 はこの時

代の主の教会の名称 をはっき りと告げてお
すべか

られ ます。｢わ が教会 は,末 の世 に於て須 ら
とな

,く末 日聖徒 イエ ス･キ リス ト教会 と称 えら

るべ し。｣(教 義 と聖約115:4)そ れ はモル

モン教会やジ ョセブ･ス ミス教会 というよ

うに人の名 をつけた教会ではありませんで

した。 イエス･キ リス ト教会のはずで した。
おもて お　

主 によれば,｢全 地の面 に於 ける唯一の真 に
しか よろこ

して生命あ り而 も主なるわれの悦 ぶこの教

会｣(教 義 と聖約1:30)で す。そして教会

貝 は,過 去 の神権時代の聖徒 たち,教 会員

たちと区別 するために｢末 日聖徒｣と 呼ば

れました。

昔の神権 時代に,主 の弟子 たちが教会の

名称について尋ねた とき,主 はこう答えて

おられます。
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1.一

あてはめて
む

ス ヘ ン サ ー･J･コ ン テ ィ ー

ビ繍義罐敦諜難.
れ,車 や立派な家 を持ち,仕 事 は安定 して

います。.不足のない結婚生活にたったひと

つ欠けているもの,そ れは｢幸 福｣で す。

幸せなひとときがないわけではありません。

しかし晴れた日よりも嵐の日の方がずっと

多いのです。ふたりはようや く,監 督 に相

談 しようと決心 しました。

3人 でいろいろな問題を話 し合 ったのち,

監督 はビル とスーザンに,私 たちはだれで

も｢台 本｣に 従って生 きる傾向があること,

つ まり,親 とか影響力が大 きい人の生活態

度 を引 き継 ぐ傾向があることを説明しまし

た。そういう態度,習 慣が夫婦間の誤解 の

根 となることがあ ります。｢私たちの関係 が

どんな風であれ,日 常生活の指針 となる台

本は聖典から得 られます。 ビルとスーザ ン,

『一緒に聖典 は読 んでいますか
。｣

｢何回かは読み ました
。｣ス ーザンが答え

ます。｢で も,仕 事やほかの責任やテレビが

あって,勉 強の予定がなかなか立て られな

いんです。｣

その ときウ ィル ソン監督は ビル とスーザ

ンに,お 互いの問題が どうしたら解決でき

るか,そ の答えを捜 して毎週聖典 を読むよ

うに勧めました。 ビル はやんわ りと反対 し

ました。｢し かし監督,私 は伝道 したときに

聖典 を勉 強しました。家族の問題がどうし

たら解決できるか,特 に述べてある聖句な

･ど ,そ んなに思いっきません。｣

監督 はビルの返事 を聞いてにっこりしま

した。｢答 えはもう出ていますよ,ビ ル。聖

文 を私 たち 自身のこととみなすようにとい

うニーファイの忠告 に従 ったことはあ りま

すか。(1ニ ーファイ19:23参 照)こ れから

毎 日15分 か20分 時 間をとって聖典 を本気で

勉強 して ください。特別 な テーマ に絞っ

てそこから始めるといいかもしれ ません。

読 んだことについて話 し合 ってください。

特に聖句をご自身の家族 の関係 にあてはめ

て考 えてみて ください。あとで思 い出せる

ように,そ こから感 じたことを 日記に書い

ておくの もよいと思います。｣
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｢君恒子供のために喜ん 了自分を捨 τる……家族が幸せだ

っτこどは夫にどっτもうれし幻こどだからね。｣

ビルとスーザ ンは監督の勧めに従うこと

にしました。始 める前 に,た とえば八福の

教えのような聖典の勧告1ま,隣 人や仕事仲

問や友人に対する自分 たちの行動,態 度 を
きも

言うものだ ということを肝に命 じました。

すると突然に,隣 人にどう接するべ きかを

教える聖典 の勧告 は,つ まりは夫婦がお互

いにどう接 するべきかの教 えであるという

考えがふた りの間に生 じました。例 をあげ

てみます。
ごと

1.己 れ を愛する如く他の者を愛せよ(教

義と聖約112:11参 照)ビ ルは熱烈 なス

ポーツ愛好者で, ､自分 もスポーツマンです。

魚釣 り,ゴ ルフ,ボ ー リング,ハ ンティン

グ,球 技の観戦,テ レビのスポ｣ツ 観戦 は,

生活の欠かせない一部 になっていました。

スーザンもできる限 りビルの趣味 を一緒に

楽しんでいたのですが,子 供が生まれるよ

うになるとそのような活動 に長時間を費や

すのがだんだんむずか しくなってきました。

子供の世話の手伝 いをビルが して くれない

と感 じると,ビ ルがスポ.一ツを楽 しんでい

るのがい らいらの種 にな りました。

ある日,ビ ルが教義 と聖約 を読亭でいる

とき,ひ とつの聖句が落雷のよケに彼の心
ごと

を打ちました。｢己れを愛する如く他 の者を
罵 ゆたか

愛せよ。すべての人々を豊に愛せよ。また

わが名を愛する者を豊に牽す谷レ酬(粒 義

と聖約･･21i･)関鯉 髄 畦 ザ も･と.

見勲 漣 騨 ありま9麿 鞭 碕1を御

ている者はそれを失い∴わたしのために自

分の命 を失 っている者 は,そ れを得 るであ
』ろう
。｣』(マタイ10:39)ベ ン ジャミン王が

はらから
｢お前 たちが同胞のために務 めるのは

,た

だお前 たちの神 のために務 めるめである｣

(モーサヤ2:17)乏 説 いたことを思 い出

すと,ビ ルは今 までの自分 の態度が恥ずか

しくな りました6

彼 は後悔 の痛 みを少々感 じながら,友 人

とのさまざまな活動から少 しず つ手を引 き,

家 族 との活動 にもっと多くの時間を使 い始

めました。子供 たちを郊外へ散歩 に連れ出

したりドライブに連れて行 った リレて,ス

ーザ ンが子供か ら離れて買い物 に出かけた

り,家 でのんびりした りする時間をとりま

した。また,毎 週 スーザンとふた り'で外出

し,子 供が寝 たあとは時々散歩をし ようと

決心 しました。｢自 分の命 を失う｣こ とで妻

･や子供 を幸福 にしようど心に決めたのです。

すると驚くごとが起 きました。家族 と過 ご

す方が,:友 人たちと過 ごすよ.りも楽 しくな

ってきたのです。

2互 いに忍びあいなさい(コ ロサイ3:13

参 照)1年 の365日 を毎 日最善の自分 でい

ら.れたらすば らしいことだと思います。 し

かし現実 には,､'.疲れ ることも腹の立つこと

㍉ 風邪や背中の痛みに悩ま､され脅ζとも

あ り ま す 。そ う い う と き は,｢そ っ と し て お

.く｣曝 りま外 轟 ∵ .

1ズ鞄 晦 卿 は鱗 蝿 賄 言･τ･

神 レ騨 妨 ら加 で瞬 辱 力1記恥 叫
､｢なけ ればいけよ,.気 秀の蘭憲だ よ｣と 善っ

22
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主はジョセブ･ヌ ミス に,神 の王国を建 τるにあ

たっτは,｢何 人もへ りくだ りτ愛に充 ち｣な けれ

ば｢こ の業を助 くるを得ず｣ど 啓示ざれました。

イザーから受 けた影響 について思い出 しま

した。神殿で結婚 できるようにという両親

の祈 りに応 えることができたのは,彼 女の

おかげなのです。

この祈 りについての話 し合 いは,さ らに

進んでお互いにひそかに祈 り願 っていた夫

婦の間の変化 について,気 をつけなが ら腹

蔵 なく話し合 うことができました。 スーザ

ンは,ビ ルが短気を直 して,自 分 や子供 を

傷つけるような無神経なことを言わなくな

るように祈 っていたと言 います。 ビルは,

スーザンが もう少 し自分 を立てて くれて,

.現実的 になりすぎる点を改め
,愛 や思いや

りや理解 を持 つように祈 っていたそうです。

ここで意思疎通の道がふた りに開けたため,

長 年の食い違 いがいくつか解消 されました。

それもみな,夫 婦 間の問題 とは無関係 のよ

うに思 っていたひ とつの聖句のおかげです。

彼 らはアルマ書を読み進む中で,ど んなこ

とでも神 に祈 るようにという偉大な予言者

の忠告 にも心を動 かされ ました。(ア ルマ

34:17-27;37:36-37参 照)

4.妻 と夫と主 スーザ ンはここ数年,

パ ウロの書簡の一説 にこだわっていました。

｢妻 たる者 よ。主に仕 えるように自分 の夫

に仕えなさい。｣(エ ペ ソ5:22)そ の こと

について,今 はビルともうちとけて話せる

と思ったので,彼 女 は｢こ の聖句はどうい

うことだと思う?｣と 夫 に聞いてみました。

｢私 たちの生活 にどんなふ うにあてはまる

のかしら｣と,ビ ルは少 し考えてか ら答え

ました。｢そ うだねえ。伝道 していた とき

は,む ずかしい質問にぶつかった ら,前 後

の節 を読 んで正 しい意味 をつかもうとした

よ。.いい方法だか ら,前 後を読んでみ ょう

よ。｣

｢こ うして
,あ なたがたは,神 に愛 され

ている子供 として,神 にならう者になりな

さい。

また愛の うちを歩 きなさい。キ リス トも

あなたがたを愛 して下 さって……

キ リス トに対する恐れの心 をもって,互

に仕 え合 うべきである。

キ リス トが教会 のか しらであって,自 ら

は,か らだなる教会の救主であられるよう

に,夫 は妻のかしらである。

･そ して教会 がキ リス トに仕 えるように,

妻 もすべてのことにおいて,夫 に仕 えるべ

きである。

夫たる者 よ。キ リス トが教会 を愛 してそ

のためにご自身 をささげられたように,妻

を愛 しなさい。

それ と同 じく,夫 も自分の妻 を,自 分 の

か らだのように愛さねばな らない。 自分の

妻 を愛する者 は,自 分 自身を愛するのであ

る。

自分 自身を憎んだ者は,い まだかつて,

ひ とりもいない。 かえって,キ リス トが教

会 になさったようにして,お のれを育 て養

うのが常である。
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い日の思 い出の父は天性の平和を造

幼 り出す人で,数 年前 に南太平洋で伝
道 したときに習 い覚 えたサモアの格言を使

って,家 族の もめ事 を治めた ものでした。

父は｢ア イ･エ ス･ア イ･エ ス･ア イ･バ

トー｣と 言 っていました。 これは文字通 り

｢ア ヒルはさまざま｣と いう意味で
,言 い

換えれば,｢私 たちはみな唯一無二 の存在

で,他 人に寛大であ りなさい。人はさまざ

ま,し かし決 してこれは悪いことではない｣

ということです。

父 とのこの経験の積 み重ねが,人 々の中

にある違 いを理解するきっかけになったと

確信 しています。

ゴー ドン･B･ヒ ンク レー第二副管長 は,

父 が教 えて くれ たこの原則 に関するひとつ

の問題 について,最 近次の ように論評 して

います。｢今 の社会は批判 の社会です。コラ

ムニス トや評論家はもっぱら人のあら探 し

をしています。同 じことが教会員にも言え
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と信 じます。

寛容の反対 は狭量あるいは独善 ですが,

言葉 を換 えれば,四ヒンクレー副管長が述べ

たあら探 しや批判 ということです。ではど

うして周囲の人々に批判的であったり,不

寛容 になったりするのでしょうか。

それは父が指摘 したように,い ろいろな

違いのためだと思 います。表面上 の違 いで,

他 人との間に垣根 を作 って しまうからです。

同じ服装,考 え方,行 動をする人とは気が

楽ですが,違 った人 とは落ち着かない もの

です。

年齢や肉体的な欠陥といった違 いはほと

んど問題 にならないし,分 裂の原因にもな

りません。文化の違いがまさにこの違 いな

のです。教会 は世界のいたる所にあり,た

くさんの違った文化を擁 しています。私 た

ちは土地の風俗や習慣 から孤立することは

できません。寛容 が愛 に通 じる場合が実 に

多いのです。帰還宣教師たちがそうであっ

たように,.今 世界中で伝道中の約3万 人の

宣教師がそう証 しているのです。 そして,

私 たちを世界中に送 り出す というこの実 に

霊感に満 ちたプログラムの中で,宣 教 師は

違 う言語,服 装,習 慣,食 物 にたったひと

りで立ち向かうのです。 よそ者ではあ って

も,す ばらしい回復 された真理を携 えてい

るのです。その思 いが違 いを乗 り越 えさせ

てくれ ます。見知 らぬ他人が実は神の子供

たち,永 遠の家族 の兄弟姉妹 であることを

伝 えることで,違 いが親 しみに変 わるので

す。

私たちの共通の特色 は,福 音に忠実 であ

ることです。私たちはすべて自分がだれの.

子 供であるかを知 っているのです。

たとえば標準,.原 則,真 理,さ らには強

烈な宗教的経験である証な どがうんぬんさ

れるような大 きな違いがあって も,そ の知

識があれば互 いに理解 し合うのはむずかし

くありません。真理は私たちに忠誠を要求

することはあっても,寛 容や思いやりや愛

の障害 となることはあ りません。 人を愛 し

受 け入れるのに,相 手の考えをうのみにし

た り,自 分を卑下 した りする必要 はないの

です。以上のような本質的な点で異なる人

がいたら,彼 らの過 ちや因襲 をその人たち

自身から切 り離 して見る目を養 うことです。

善良な人で も誤 った考 えを持 つことがある

からです。.

さ らに,末 日聖徒が真理を宝 とし,正 義

と真の原則を知 っているか らといって,即,

他 の人々よりもすぐれて正 しいことにはな

りません。知 っているだけでなく,知 識 を

生 かすことが大切 だか らです。 ジョセブ･

ス ミスは次のように教 えています。｢宗教界

はすべてが正義を自慢 にしている。独善的

な考えを吹 き込んで人の心を鈍 らせ,進 歩

を妨げるのが悪魔の教義 だからである。私

たちは天父に近づけば近づ くほど,堕 落 し

た霊たちにあわれみの 目を向けた くなる。
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地の良き物 を食べることができる。｣

これは福音の メッセー ジの中でもすばら

しいもののひとつです。 しかし残念ながら,

私 たちの愛で立ち直 らせることがで きるの

に気が進まず,こ のメッセージを伝えない

ことが多いのです。

他の宗教 を信 じている人にはどの ように

接すればよいで しょうか。教義 と聖約108章

7節 でライマン･シ ャーマンに与えられ た

勧告 を自分 にあてはめることができるでし

ょうか。
ゆえ

｢こ の故にすべての談話 により
,す べて

の祈 りにより,す べての訓戒 により,す べ

ての行為 によりて,汝 の兄弟 たちを強くす

べ し。｣

この節 には,｢す べての｣と いう言葉 が4

回 も出てきます。例外 のつけ入る余地はな

いのです。

最後に,は っきりと私たちに敵対 してく

る人々,た とえば反教会的な書物 の発行 や

企画 に徒労 している人々に対 してはどうで

しょうか。聖典 には,｢彼 らのために祈れ｣

とはっき り記されて います。(マタイ5:44

参照)で もそれ とは逆 に,真.理 にはチャン

ピオンがなく,ま た王国 における前向きな

仕事 とはじっと待 つことであるにもかかわ

らず,組 織的な反対 をもの ともせずに,や

られたらやり返すとばかりに反教 会的な人々

･く .

ぐv
イ

《

に敵対 して戦 いますか。私たちの責任は国々

に教 えることです。たとえ拒否 されて も,

私 たちが広める愛は決 して取 り上 げられま

せん。私たちに敵対 しようとす る人々に対

して,究 極的にとる態度 は愛でなければな

らないのです。

忍耐を学んで,す べての人々が自分 のペ

ースで真理 を見いだす特権 を許すことがで

きれば,救 い主の愛 と思 いや りに多少 とも

近づいていることにな ります。主はご自身

を十字架 につけた人々に敵意を持 つことは

あ りませんでした。 その模範 は常に,寛 容
い つ く

から思いや り,そ して完全な愛へ と至る慈

しみの道 を教 えています。 どんなに反対者

から怒 りを誘われようとも,主 は｢そ して,

わ たしが この地から上げられる時には,す

べての人 をわたしのところに引 きよせるで

あろう｣(ヨ ハネ12:32)と 語 り,ご 自身を

私 たちの身代わ りに捧げて悔 い改めの機会

を与 えてくださったのです。

世界に広がる天父の家族を弱めることが

できるでしょうか。(ア ン･N･マ ドセン:

3児 の母,ブ リガム･ヤ ング大学非常勤講

師,教 会 カリキュラム委員会で執筆者のひ

とりとして働 く)
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な く,末 日聖 徒,

一ンが引っ越 して くることを祈 りの答えと

考えた。今や事情が違 ってきたこと,そ し

てジーンの選んだ道 が誤 りであることを教

えようと思 っていた。

300キ ロ以上 も離れた所 に住んでいるとは

いえ,私 も夏期にはできるだけ出かけて行

った り,ジ ーンをコロンビアの我が家 に呼

んだ りしていた。 しかし夏もやがて終わ り,

ジーンは実父の家 から大学に通 うようにな

った。学校の行 き帰 りには車を使えたが,

週 末には自分だけの用事で使 うわけにはい

してくれなかった。通 っている小 さな大学

には教会のインスティテユー トの生徒 はひ

とりもいないので,教 会員と接 する機会 は

まったくなくなって しまったかに見 えた。

月日は去 り,最 後に教会の集会に参加 し

てか ら早10カ 月を経過 していた。 それでも

彼女は聖典 を読み,日 記 をつけ,ひ ざまず

いて祈 ることをやめなかった。熱心な祈 り

を通 して天父に近づ き,証 を強めていった

のである。 それまでの自分 は,教 会の集会

に参加できることと教会の果たす役割 に対

項

.し
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るだけだか らと,わ ざわざ出かけて行 こう

とはしなかったのである。

小 さな支部 では,一 人二人にかかる責任'

が とて も重い。そのホームティ｣ヂ.ヤ:曽 は

支部がある町から20キ.ロ近 くも離れた.所忙

住 んでいて,ジ ー ンの所 まで.は片道で合計 一

60キ ロもの田舎道を行かなければな らなか

った。何 ヵ月 もの間,ホ ームティーチング

の報告 はスウィ.リー姉妹 だけを除けば完全

であった。善良で誠実な彼はこめ ことでず

っと心 を痛めていたので,.ジ ーンの環境 が

どんなものか一度だけ確 がめてこようと決

心 した。

その担当の姉妹 に会 う努力をするま.では,

心 の休 まる夜はなか6た 。16歳 の若 い同僚

を乗せて長 い ドライブが始 まったが,.か な

り辺ぴな所 に来たため,ふ た りは不安 にな

り,ま われ右 をして帰 りたくなってきた。.

しかしふた りは何 かにか りたてられるよう

に車を走らせた。その ときはわか らなかっ

たが,.ジLン･ス ウィリrが まさにひざま

ずいて天父に助 けを願い求めていたときだ

った。祈 り終えて涙 を拭いていると,父 親

.が寝室の ドアを叩いて言った。｢ジ ー ン,.外

に ふた りの男性が君を尋ねて きているよ。

彼 らは末 日聖徒 だそうだ。中には入れたく.

な いが,.君 が 玄関で話すのならかまわ ない

よ。｣

ジーンは玄関までかけて行 った。入 口に

立ち止 まり,年 取 った方の男性が手を差 し

出 して｢私 たちはあなたのホームティーチ

ャーです｣と いう声を聞いたとたん,涙 が

またこぼれ落 ちた。 ジーンは彼の腕に飛び

込 むと,そ れ までの苦 しみとさびしさから

声を上 げて泣 いた。.彼はもう何 も言う必要

はなかった。｢とうとうやって来たのだ。神 .

は実 に彼女の祈 りを聞いでくださった。

ジー ンがふたりのすばらし｢い男性に身の

上話 をしている間,お 互いの心が感動 に震

34

えていた･ふ たりは早儲 問し帥!?た･

1とをわびる.と,.支部母に彼女の状温紫知ら

.せる ことを約束 した』.ジ.一ンと共 に祈 り.∴.

ρ らいときには.い1?.でも呼 んでくれるよラ･ .
に肯 げると,｢南 な海は もうひ とりぼっちで.

はない餌 よ･と 咳 霧 峨･て タ希･可

鴛書難;ζ監ごζ轡『讐 琉1
ジーンはま轡 会師 くこと鰭 鱗 で

,
いなし剛 今や舞曝 騨 .象燕象i聯 醐

.彼女の必要を知つて析.嘩 讐轡 く麗さる
ことを知 うている。父親 もホームテイーチ
ー
ヤーがまず自分 と話 をするなら,訪 問を続

けて もよ.いと言った。ホームティーチ ャー.

に.事情 を説明すると,喜 んで父親 と話 した

いと言った.。:
.ジー ンの ホームティーチャーには訪問 し

ない言い訳はいくらでもあった。不便 な所 .

で1時 間半 も運転 しなければならない。会.

って もちっとも興味 を示 さ.なかったとか,.

歓 迎するわけがないとか。あるいは教会の

他の責任で忙 しいか らと6し か し彼 らは聖

霊の勧め に従 った。

中明ムテイーチャーには,妹 がどんなに

幸せだったか,..そして妹 の祈.りを聞いてく

ださ.った天父 に私が どれほど感謝 を捧 げて

いるか想像 もつかないに違 いない。私の父

と話すζとが どれほ どの結果をもた らすか

をも。すべてに教会 を拒否 して離れていっ.
　 まなむすめ

た母 は;愛 娘がもうそんなに惨 めではない

ことを,ま たその理 由を知 ったら泣き出す

ことだろう。母 は涙 なが らに言うだろう。

｢神 は娘 のことを心 にか.けて祈 りを聞 いて

く.ださる。｣ふた りの男性 が聖霊 の勧 めに耳

.を傾 けて従 ったことで
,私 はもっとよいこ

とが起 こると思 っている。私 も同じ声 に耳

を傾 けて従おうと思 っている。｢.そしてすべ

ての人 もそうされるように。.
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しかし,彼 女 たちのおしゃべ りはやみま

.せんでレた。前 よ吃鱈静かにヶりました炉,
.

時 々見ると,吟 っも体 を寄 せ合い,さ さやジ､

き合 っていました。私 はもうあ きらめで詔 ∴.

連れて来た人は働 たちが雌 輪 だけ塵

よか?た のでしょう,こ の頃の若 い人は普

通ならもっと礼儀正 しいはずと思 い.なカ『ら､

話 を終 えました。

その話のあと.,私 たちが文化ホールで軽

食を取つていると,ひ とり』の婦人がや.って

来 て握手をしました。｢ピ.ア ソン始妹｣,彼

女 は話 し出しました。.｢あの子たちがひどい

迷惑をおかけしなかったか心配です。.話を

聞いていただけますか。彼女 たちはこの国

に来てまだ1週 間なのです。1レバノンから

で,ほ んの8時 間違いであの大虐殺 』(1982

年9.月16,17日)1を 免 れました。 おそらく

殺 されていたところを,ど うにか出国 して

アメ リカへ来 たのです。私 たち.のワー ド部

で養子のようなことをして,ま だ英語 はよ

く話せないのですが,今 晩ここへ連れて来

たいと思いました。彼女たちはあそこに座

って,.姉 妹 のお話 を理解 しようとお互 い助

け合 っていたのです。｣

.で きあがっていた判断がみ じんに砕 かれ,

.裁 きの陰にあるものが現実 となるのを見せ

られて,身 震いが私の意識 を貫 きました。

彼女たちの肩を抱 くどころか,両 腕 に抱き

しめて,出 席 して くださって どんなにうれ

しいか伝 えたいと.思いました。突然 に彼女

たちの秘密を知 って,そ れですべてが変 わ

ったのです。

人を裁.くなと言われているのには,.い ろ

いろな理由があるはずです。 ひとpに は,

自分が裁 かれないためです。.ま.たもうひと
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つには,き っと.そうだと思 うのですが,私

.たちが韓 畷 を確饗 見るのはま醍 と

旨.いうこ.と･窟くまれξ:剃 うことです･私.菊灘離講霧嚢誌霧

る表面 を見て,そ して裁 きます。 と.ころが

それか ら,何 かを知 りますゐ一片 の情報で

すべてが変 わり.ます。 そして新 しい.目で見

るのですd.脈

自分!り判断がこなごなになり,新 しい知識 .
.が裁きを消し去るという経験を

,私.はだ額誇.

ん して きました。大学時代 に,1こ こで慮翁

イと呼びましょう,そ の友人に私はいつ も

目を.見張った ものです。彼 はなぜあんなに

浮わっいて.いたのでしょう。人に認 められ

たい,ほ められたいという気持 ちは際限が

あ りま甘んでした。 だれと話 をしても,自

夢 は何 をした,人 を驚かせるようなこんな

ζとをしていると.いうた話題が中心 にな.り

まし々。彼は入かうよく思われず,.み んな

.もそれを知 っていま した。名 前が冗談 にま

で使われるようになうていました』朝 から

晩まで 自慢話を触れまわる少々異常な鼻つ

.まみ者 という.のが,人 々の評価でした。

ある日,.私 信ひとりの友人からロイの家

族を知 っているということを聞きましたげ

彼女 はとんな話 を始 めたのです。｢ロイのお

父 さんはアル コール中毒 だったの よ。 そ.の

こと,知 ってた?｣

｢い い え
,知 らなか ったわ。｣

｢そ うなのよ
。 お父 さんのせいで,家 族

は大変な生活 だった。ひどいお父さんなの

よ。.ロ.イが5歳 ぐらいのとき.に,あ る.日台

所へ入って行つた ら,お 父さんがお母 さん

を殺ぞうとしていたの。.恐ろレい光景だわ。.
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ロイはそこにいて一部始終を見たの。｣

そのことを知 って,心 はたちまち変わ り

ました。それまでの認識 や裁 きはすべて崩

れて,う わべの向こうにあるものが現実 に

見えてきました。病的な大人の向こうに,

抱 きしめて慰 めてあげたいおびえた幼児の

姿 を見たので した。それ以後,ロ イを見る

私の目は変わ り.ました。彼の秘密 のひとつ

を知って,理 解できたのです。

昨年,家 にいたずら電話が頻繁 にかかっ

てきてずいぶんと困ったことがあ りました。

いつかは飽 きるだろうと思 っていましたが

飽 きる気配はなく,近 所 に尋 ねてみると,

同 じ電話 を大勢の女性が受けていました。
ヒ

事態を調 べてわかったのは,電 話 の主が通

りの北 に住んでいる十代の少年だ というこ

とでした。私 は,次 に電話が来た ときに名

前で呼びかけ,こ れで最後にしなさいと言

いました。当たり前のことなが ら,こ のと

きには電話の相手に対する私 の気持 ちは非

常 にきつくなっていました。頭の中の電話

の主は,権 利 もないのにいすわる蚊のよう

な,暮 らしの邪魔物に過 ぎませんでした。

私 は長 いこと思案 してか ら,少 年の母親

に話しに行 きました。彼 に助 けが必要なこ

とは明 らかで した し,し ていることをご両

親が知 らなければ助けを受けられるはずが

ないからです。私 は少年の母親に息子さん

の電話の件を一部始終 お話 しました。彼女

は驚きましたが,話 をよくわかってくださ

り,私 が話 しに行 ったことを感謝 していら

っしゃいました。

彼女はこのように言いました。｢ジャック

のことはずいぶん前から気にしていたので

す。父親 にひどく抑圧 されていまして,1

轍 総 禰 醜甑難舗 辮 懸

懸

　

朝から晩まど自慢話を触れ

まわる少々異常な鼻つまみ

者どのうのが,人 々のロイ

に対する評価τした。

☆

分 も自由 な時間がないようなのです。週末

には手伝 い仕事を書いたこんなに長 いリス

トをもらって,ど れ も満足にできはしませ

ん。父親 は 『生け垣がすみまで刈 り込んで

ないそ』.とか 『雑草がまだ残 っとるぞ』 と

か言います。仕事 はこれで終 わりというこ

とがないみたいで,先 週の土曜にはあれこ

れあらを見つけては,4回 も手紙 をタイプ

38
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生
まれたばか りのスティーブは,ど こ

から見て も欠点のない,と てもかわ

いい子でした。幼 児期ばこれといった問題

もなく,遊 びやいたず らに奔走する元気 い

っぱいの生活を送 っていました。そんなス

ティーブが,あ る日,原 因不明の重 い病気

にかかったのです。

最初のうちはそれ ほど悪そうに見 えなか

ったのですが,症 状 は少 しも良 くな りませ

んで した。間もなく私たちは,ス テ ィーブ
しゆよう

の脳にグ レープフルーツ大の腫瘍があって,

す ぐに手術 しなければならないことを知っ

たのです。私の父 と母は別居中で,私 たち

子供は自分の意志でみな母の方 についてい

ました。母 は医師か ら,ス ティーブは,手

術中に死ぬかもしれないと言われていまし

たが,と にかく手術 だけは受けさせること

になりました。手術 は12時 間もかか りまし

た。 スティーブは手術後ずっと意識が戻 ら

ず,ひ と晩もたないのではないかと心配 さ

れました。

その晩,母 は良い結果 を期待 しながら,

長老たちに頼んでステ ィーブに祝福 をして

もらいました。容態が思わ しくないまま,

スティーブは夜を越 しました。 ところが次

の日の朝,母 が様子 を見 に行 ってみると,

術後間 もないスティーブはベッ ドに体 を起

こしていました。

このときから徐 々に彼の体 は回復へ と向

かっていったのです。歩 き方や話 し方は も

ちろん,ス ティーブは何 をするにも赤ち ゃ

んのように何度 も何度 もくり返 しながら覚

えていかなければな りませんでした。 まだ

小 さなスティーブで したが,持 ち前 の意志

の強さで,日 常生活に必要な動作 を覚 えて

いきました。 しかし,少 し覚え方の遅 いス

ティーブが同年代の子供たちに追 いつくに

は,ど うして も特別 なクラスに出なければ

な りませんで した。 スティーブはそこで も

40

∵キ璽 旨･膿纏鷺遮

一生懸命に努力 し
,問 もなく迫 いつ くこと

がで きました。

こうしてスティーブは新 しい生活 に,そ

して私 たちは,母 の再婚 によって新 しい父

親 との生活に入ることになったのです。

スティーブの生活 も順調にいきはじめた

頃,脳 にたまっていた液 を取 り出す,二 度

目の手術が行 なわれ ることになりました。

医師たちも,今 度の手術 はそれ ほど危険な

ものではないと思っていたようです。 とこ

ろが,私 たちがステ ィーブの様子を見に病

院に出かけようと準備 していたとき,両 親

は,病 院からすぐにかけつけるようにとい

う緊急の電話を受けたのです。 ステ ィーブ

が発作を起 こし,危 ないというので した。

新 しい父親を迎えた私 たち家族 にとって,

これは大きな転機 となりました。私 たちは

心をひとつにし,ス ティーブのために助け

合いました。彼 の発作 はとて も危険なもの

でしたが,私 たちの心の中には希望 が,そ

して福音がありました。 この大変 なときに,
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灘鞠 撫
螺 慰 蟹､藝1き礁 繍躍

.1照 へ∵､

レ ザ き け ま し
鵬 貯
､メ

蛙
li聾

しゅり に し と てい いん かい エイ

十 二 使 徒 定 貝 会 の ニ ール･A･マ ッ
らよつ

クス ウ ェル 長 ろ う に,シ ャ ネ ッ ト･

し まい

ピー ター ソ ン姉 妹 か イ ン タ ヒュ ー し

ま した 。
エイ ち よつ

'一一 一 ル･A･マ ツ ク ス ウ エ ル 長

しゆう

,__一bろ う は,ユ タ州 の ソ ル トレ ー
おお

ク･シ ティーで大きくな りま した。
きよったい にん おとこ こ

兄 弟は6人 でしたが,男の子はニー
とう

ルだけで した。 ニール のお父さんは,
しや かあ かい

かいしゆう者で,お 田さんは,開 た
しや

く者のしそんでした。マックスウエ
ちよう

ル長ろうは,こ うおっ しゃいま した。
しや い

｢わたしは,か いしゅう者の生き
い かん き

生きとしたしんこうと,感 しゃの気
も かい しや

持ち,そ して開たく者のたくましさ
う

とを受けつぎました。わたしは,わ

たしをあたたかくつつんでくれる,
か てい

よい家庭にめぐまれました。それに,
むす こ たい し

ひとり息子だったので,と ても大事
ねえ

にされました。お姉さんたちも,わ

たしをかわいがってくれました。
いえ もの

わたしの家は,物 もちではありま

難

､聯 蹴1
もの つ く ざい りよう

せんでしたが,物 を作る材 料はたく
と ち ひ ろ

さんありました。土地も広くありま

せんでした。でも,で きるだけじょ
つカ つし

うすに使いました。ニワトリや牛,
そた

ブタもいました。ブタを育てたとき,

わたしはどんなふうにはたらけばよ
せ わ

いか,ど んなふうに世話をしたら,
おお まな

どんなふうに大きくなるかを学びま
の う ふ かね

した。また,農 夫はお金をもうける
い つしよう

ために,一 生けんめいはたらかなけ

ればならないこともわかりました。
う あ と そだ

ブタを売った後,育 てるのにかか
かね けいさん

ったお金を計算すると,も うけはほ
すご

んの少 しでした。ぜんぜんないこと

だってありました。｣
ちよう

マツクスウエル長ろうは,ブ タの
かい とう とう なんかい

ひんぴょう会で1等 や2等 を何回も
と とう とう

取りました。1等 や2等 のリボンを
もう ふ もう ふ

ピンで毛布にさすと,毛 布いっぱい

になりました。｢わたしは,リ ボンが
じ もう ふ

とても自まんでした。まだその毛布

をもっていますよ。｣

42



εセ{当一目9…むシ861/菓(0ヨ匡レ召畳

8=}⊆マc母丑判睡⊇1⑦卑ヨ廓謳郵
ヤをもずさきユつミを

砥⑦卑R鴎累狙日つヨα`ユ⊂Ω〉
ミユコく　ト

皐¥o葺つ皐(》聖⊃一､り畢Xり剥(二､りμ
ぽヰしぴ

?2曾⊆乎⑦老`:θに1巾⑦立ε∠｢哩呈 ヘヰニソピ　ア

9つ9α。｢》再聖､りユ(:二9ヨ⊆卑/〕

φ`毫?2～}@2}図⑦(動島首⑦王μ コをタもゆ　ザゆコ

ユこ〉亘`?2～≧しk(9⊆2μ王筆1つ9
のコ

Ck。ヨつ睾(⊃聖:)一､り暑…μ?::⊃(}重2卑
くヰ

?29(二μ9準`卑?2＼りつ≡H`判
ヨイ

⊇日ラY`三!聖o⊇Zつ婆◎αcヒμ?2
いネツコ

9＼りユ(二且2}脅融工1､りつ(;∋劉企`◎
　コ

@9飾目`ユ､りユ(二皐⊂Aり測c＼り卑 コまユ　ヨ

α卑回寧に1零Y⑦可⑦2。gnこ9(⊃
コセ　くへみダソユア

@｢》♀〉副`μ塑暫&⊆マ(Σ一巨6乙
ソゆニセ

6乙⑦巳k皐`(送｢》ρ⊆ε9}⑦弔Y箪に} くへわツロ

中⑦立耳γ｢》i窪9=⑦卑2=£μつヨα｣ く　みツ　アコ

oヨつ£つ翼自:θに⊃K;マ卑聖呈孕⑦9･
寒

曾9､り9､り`'と猛卑?2(2一◎り璽睾
つヰ

藁五`〉曾箪にL一自9ヨγ猛毫仏りつ
　さぴツぽコぽ

玉μ回。ヨつ聖と猛孕?2曾(2kり9
ヨリコ　　コぢ

､つ2}つr一=`掌1例♀田2⑦つr一=
禦4

｢o｢》:再聖

再α当り､り旱に≧□卑ユ?o食聖(》@
臼禦專〉

μ〔:4:B(皐¥卑ユ?:θにヨ｢》4｣酎09つ
タくヰケヰヰマつ

こβ首毫⊂ζ⑦｢》一自齪辱回疸にに≧≧βUe
ザウくヰちドソつくへてギソや

`箪n葺Ck。9/｢こL｢》再翠(》塑⊆卜壷〉

ほゑ　

皐`Ω,皐河日旦:創踏。一巨ユ⑦章c;?
ケコを　をれそらヤヘへ

卑μ邑ヨ£`μgn準.自α2匿へり
ミくヘコ

準つユ(二準下μ琶⑦覇⑦團醒9ユし翠
ぞきしヘヨもやくヘノソく　をゆ　

睾…蒋`£=～(Σ鯉o章nΩ一?2覇当;章
しザ

犀⑦｢》`}申*`箪に?Q⑦?2(2＼りユ
ウくひもソコ

乙2⑦2畑に≧?2⑦92､り～～､｢1｣
セマコくなち

｢。奪つ睾◎&

⊇1｢》辞｢》》り乎`μヨ/｢ユ重=｢1&壷
ぞスコママ

¥箪1しヒ妾。9つ£(動@〉マμ?2～Σ
くヘリ

〉ユ(二回2旧コ型μ異曾γ車1翌粟⑦團
ヰタてひやア　ソあくぴしみザをで

､りμ酵α`と⊆⑦妾。.巨Ω一⑦､り8(ヨ

曾準1しヒー自&n丑=?2(〕回軍睾卑⊇囮 ミヰをア

`?婁(送翌母'と`(コ謝つ丑乙'りrミ髄
ミぞ

。⊆一皐つこL､り&箪P⊇葺∩孕?=}旦

｢》@`旱1｢》♀Ω噌。ヨ!｢睾α聖卑?

2&(蜘り`:θに}巾⑦壼二口⑦鷺謡｣
4母え2つ(～ア09ω



り ま した。｣
とう ぶ

ニールのお父さんは,ワ ー ド部の
しよ き

書記としてはたらいていました。｢だ
にちよう ぴ しゆうかい お ちち

んじき日曜日の集 会が終わると,父
いえ まる まえ

は家の円いテーブルの前にすわって,
じゆうぶん いち きん かぞ

什 分の一やだんじきけん金を数えて
ちぢ て

いたものでした。父は手わたされた
かね いつ しよう ちゆう

お金を,一 生けんめいに,そ して注
い ぶか かぞ

意深く数えていました。｣
とう

お父さんは,ニ ール にスポーツ を
とう

やるようにといいました。お父さん
たいせつ し

は,ス ポーツ の大切 さをよ く知 って .

いたのです。ニ ール は,ス ポーツな
なん

ら何でもすきでした。とくに,バ ス
だい

ケッ トボール とつ りは大すきで した。

ニール のお一じさんは,ニ ールのバ ス
み

ケツトボールがじょうすなのを見て,
いちばん

ユタで一番じようずなバスケットボ
せん しゆ かんが

一ルの選手にしてやろうと考えまし

44

ちよう

た。マックスウェル長 ろうは,こ う
はな

話 してくださいま した。｢り2さいの こ
いちばん

うまでは,わ たしがあのへんで一番
お も

うまかったと思います。でも,そ れ
あと しんち よう

から後は身 長がのびませんでした。
しんちよう

しかし,つ りは身 長にかんけいあり
たの

ませんし,た だ楽しみにやるだけで
いえ ちか お がわ

しよう。家の近くに小川があったの

で,そ こでよくやりました。｣

｢ひいおじいさんや,ひ いおばあ
しにん げん き

さんは,4人 とも元気でした。それ

は,そ のこるでは,と てもめすらし

いことでした。ひいおじいさんや,
へいげん よこ ぎ

ひいおばあさんは,平 原を横切って
き

ソルトレークに来たときのことなど,
かい しや はな し

開たく者の話をよくしてくれました。
おお

わたしは大きくなってから,ひ い
す

おじいさんや,ひ いおばあさんが住
ちい むら い

んでいたイギリスの小さな村に行き
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お な おん な こ
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こ おお
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かあ おんな こ ほう

ました。 お田 さんは,女 の子 の方 を,
む

向いて,マ ンディー壁ゆびさしまし
お んな ご ほう ゴう む

た。女の子は,'マ:ン デ ィ』の方を向､

いて,ニ ッコ リわらいま した。

｢あ あ
,よ か った。きっと,さ っ

なに かんが

きは何か考えごとをしていて,わ た
こえ き

しの声ダ聞こ衆なかったんだわ･｣

マンディーはいいました。｢わたし

はマンディー簗あなたは?｣
おんな ド こ こた

でも,女 の子は答えませんで した。

嚢あ鉢 詮 んの男を貞吋
何かしました。すると,お 田さんが

うなずいて,ふ たりでこっちへやっ

てきました。

｢こんにぢわ
,マ ンディー。わた

しは,ヘ ンダーソンです。この子は

キャ〔コル。｣

｢こんにちわ;キ ャロル。｣

キャロルは,は すかしそうにわら

いました。
はなし

｢ごめんなさいね,お 話ができな
こ う みみ き

くて。 この子は, .生 まれつき耳が聞
とも

こえないの。でも,あ なたとお友だ

ちになりたいんですって。｣
　 とう

トラックのところで,お 父さんの

こえ かあ はし

声が したので,お 田さんは走ってい

きました。でも,キ ャロルはまだへ

いのところにいて,ニ コニコわらっ

ていました。

マンディーは,こ まってしまって,
かお あか

顔が赤くなりました。｢どうしよう?

茸が曲こえなくて,お 誰ができな
こ 　 と も

い子と,ど うしたらお友だちになれ
いちにち じゆう

るのかなあ。一日 中すわって,ニ コ

ニコわらっているわけにもいかない

し。｣
とう

すると,と つぜんキャロルはお父
ほ う はし

さんの方へ走うていき,た すけをも
とう

とめるしぐさをしました。お 父さん
ほん

はニコニコしながらポケットから本
だ

を出して,キ ャロルにわたしました。
'
キャロルは,マ ンディーのところに

もん ほう

もどってきて,門 の方をゆびさしで
らくび

首をかしげました6
き

｢こ っちへ来たいの?｣マ ンデイ
お も

一はたすねました
。それから,思 い

わ ロ き

ました。｢わからないわよね,聞 こえ

ないんだもの。｣

でも,キ ャロルは,マ ンディーの

いったことがわかったらしく,コ ッ

融
ワ
｣

夕篠 衡燐 斜
は

i

/
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画 諏/ご/う/乙/τ ル/誹/グ/ /3

うつ状態か5

抜け出すに83

團
督である私は,ひ どく落ち込んで悩んで

いる教会員の問題を数多く扱ってきまし
まぎ

た。紛れもなくうつ状態は,脳 細胞の働きをお

かす病気の一種で,単 なる憂うつや落胆ではあ

りません。うつ状態は,夫 婦関係や親子の関係

だけでなく,正 常な生活能力にも重大な影響を

及ぼします。

私は,面 接する際 うつ病の症状があるか否

かを見極めるために,次 のような質問をします。

□睡眠時間は,今 までより長いですか,そ れと

も短いですか。

□食事の量は以前より増えていますか,そ れと

も減っていますか。

□よく泣いたりしますか。

□あなたを楽しませてくれるものがありますか。

□今のような現実から逃げるために,最 近家を

出たいと思ったことがありますか。

□自殺したいと思ったことはありませんか。

うつ状態の程度がはなはだしく,し かもそう

した状態が3カ 月以上続いている場合,私 は,

医師のところへ行 って診察を受け,う つ病のた

めの助言と治療を受けるように勧めます。

こうして適切な治療を受けた人が,10日 もし

ないうちにメキメキよくなる例を私は何度も見

てきました。希望 もなく泣き暮らしていた人が,

希望と幸福に目を輝かせている様を見るのは,

本 当にうれしいものです。カウンセリングと治

療は,と ても大切です。

また,う つ状態のひどい人を見つけたときに

は,そ の原因を突きとめるようにしています。

私は,職 場,家 庭 社会生活について,ま た教

会や社会から受けるプレッシャーにっいて尋ね

ます。そして,も しそのようなことがあれば,

その原因となるものをいくつか取 り除くよう

に勧めます。

このような問題を抱えている人は,適 切な治

療を受けて正常な生活ができるようになるまで,

教会の責任を解 くこともあります。(アイダホ州

トゥイン･フ ォールズ,L･ゴ ー ドン･カ ータ

ー監督)

●｢主 に あって喜 べJ

は医者ですが,患 者の皆さんにとっても

囮私自身にとっても,思 考の転換こそ良薬
と考えています。私たちの生活の姿勢を決定す

るものが4つ あります。それは,愛,信 仰 個

人の意志(自 由意志〉,それに恐れです。うつ状

態は,恐 れの一形態です。

うつ状態の症状が現われたら,た だちに楽し

いこと,つ まり家族や隣人をどれほど愛 してい

るかとか,信 じている事柄に思いを切 り替える

ように勧めます。そうした思考の転換を図るに

は,意 志の力が助けとなります。この効果はて

きめんで,患 者の心は和らぎ,喜 びと平安に満

たされるようになります。こうして患者は,う

つ状態から抜け出します。

もし,自 分の心が落ち込んできた,と 思った

ら,詩篇の筆者が言ったように,｢主 にあって喜｣

ぶようにしてください。恐れずに,先 に私がお

話 した方法に従 ってください。そうするときに,

自分でもよくなっていくのがわかりますし,そ

うしたうつ状態を,信 仰を試すひとつの機会と

して受け入れるようにもなるでしょう。主はダ
し し

ニエルを獅子の穴から救い出したのではなく,

獅 子の穴の中で救われたことを,心 に留めてお

54
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■モルモ ン･フ オー ラム

先駆ける信仰｣と いう予言者の言葉は真実です。

(南カロライナ州サマーヴィル,ペ ニー･ハ ン

プ トン･ロ ーガン)

●うつ状態に落ち込まない秘訣

固
がふさぐ,い わゆるうつ状態になるのに

はいろいろな原因が考えられます。対人

関係からであったり,自 分 自身の劣等感であっ

たり,主 の戒めを破 ったことか｢らくる罪意識で

あったり1そ のほか仕事や病気,生 活苦などの

悩みから起こります。

私が落ち込んだとき,悲 観的な考え方を捨て

て楽観的な物の見方ができるようになるうえで

少なからず指針となったものに,デ ール･カ ーネ

ギーの｢道は開ける｣(創 元社刊)と 題するベス ト.

セラーの本があります。

その本に採 り上げられているウィンストン･

チャーチルの事例に教えられるものがありまし

た。チャーチルが,大 戦の真っ最中,一 日18時

間 も働かざるを得なかったとき,責 任の重大さ

にさぞ頭を悩ますだろうとの質問に答えて,｢私

は忙しすぎる。私には悩んだりするひまがない｣

と語りました。すなわち｢悩 みは人間が行動し

ている時にではなく,一 日の仕事が終わった時

に,最 も強く襲いかかるのである。その時,想
ほんぽう

像力は奔放になり,あ らゆる種類の馬鹿げた可

能性を呼びおこす……悩みに対する治療法は,

何か建設的な仕事に没頭することだ｣と 著者は

巧みに説破しています。

仕事や教会での責任(奉 仕活動),家 庭サービ

スなどを一定のリズムのもとにすき間なく没頭

できる状態にしておくのが,う つ状態に落ち込

まない秘訣と考え,そ のように心がけています。

実際に落ち込み,快 活さを失ったときは,｢も

う快活さを取り戻 しているかのように,快 活に

話 し,か つ行動｣す るように自分をしむけるの

です。少しくらいのうつはそれで晴らすことが

できます。(東京都町田市,Y.1)

◎ 現 在 日本 の社 会 福 祉 課 で は ク リニ ッ クサ ー ビ

ス と して ふ た つ の こ と を行 な っ て い ます 。

1.相 談 お よ び評 価 の サー ビスー 教 会指 導 者

と協 力 して社 会 的,情 緒 的 問題 を抱 えて い

る個 人,も しく は家 族 の相 談 に乗 り,こ れ

まで行 な わ れて き たカ ウ ンセ リン グ を評 価

し,原 因 を 究明 して 問題 の解 決 を図 れ る よ

う に し ます。 ま た必要 で あ れ ば治 療 に関 す

る提 言 や紹 介 も行 ない ます。

2.専 門的 カ ウ ンセ リン グー 一教 会 指 導者 の要

請 に応 じて個 人,家 族,も し くは グル ー プ

を対 象 に専 門的 カ ウ ンセ リ ング を行 な って

い ま す。

問 い合 わ せ先:

⑰150東 京 都 渋 谷 区桜 丘 町28-8

末 日聖 徒 イエ ス･キ リス ト教 会社 会 福 祉 課

歪}(03)496-6880

6釧h幽ψ..旧｢帥φ.'剛'幽『韓.｢ひ.10ゆ｢.闘"幽『ρ.開1噂..旧ゆ『畔幽9'闇脚や.欄國噛'III'9.唱剛【"9.1甲.,..'圃､
き も

､i《 原稿を募集 しています》i
l●｢私 はこうしています｣と 題する本シリl

l一 ズの今後の掲載予定のテーマは｢家 庭で1
き 　

ら 読 書 意 欲 を養 う に は｣(8月 号),｢酒 席 で の う
き う

1あ り方について｣(9月 号)で す。上記のテl

l一 マで皆様の体験をお寄せください。l

l● そのほか日一力ルページに各地の身近なl

i調 や篠 … の信仰生活か･そ尋てい･i

;証 な ど,原 稿をお送リください。8月 号掲ll
載分の締切は6月11日(必 着)で す。投稿;

1に は必ず連絡先(電 話番号)を 記入してく;

らださい。.争

1● あて先:⑰160東 京都港区南麻布5-101

1-30末 日聖徒イエス･キ リス ト教会｢聖1
6◎
1徒 の 道｣編 集 室 。盤03-440-2351(代)1

今 争

も.剛 回1.｢ぴ.."lhひ..II印､r9･.鴫 甲.,.10hひ.､固r､｢●･.囑 脚､rひ.10hひ..11､rρ.囑 印..ひ..1圃←ゆ､闘1､rひ､闇,､､ひ..1國r島.III,咽 誘
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細繕潮;麟縫ジ} い … と ぎi}…1喉`婿Fiし1.

者が増え続けると定員オーバーになりますが

……｣と 心配されるほど続々と詰めかけ
,9つ

のステーキ部(高 崎･東 京･東 京東･東 京西･

東京南･東 京北･町 田･横 浜･静 岡)か ら集ま

った約4,100名 の教会員とその友人たちで会場

はほぼ一杯 になった。

出席した教会幹部は,ハ ンター長老のほかに

アドニー･Y･ノ1松 長老(七 十人第一定員会会

員/東 京神殿長),ウ ィリアム･R･ブ ラ ッドフ

ォー ド長老(七 十人第一定員会会員/日 本韓:国

地域代表管理役員),H･バ ーク･ピ ーターソン

長老(管 理監督会第一副監督)の4名 。

高崎ステーキ瓢 東京東ステーキ部聖歌隊に

よる美しいコーラスの後,､教会幹部から回復さ

れた福音の基本原則がわかりやすく話され,聖

徒たちの霊を高揚させた。また,ピ ーターソン

姉妹,ブ ラッドフォー ド姉妹 もそれぞれ,家 庭
なら

において愛を示すこと,イ エス･キ リストに倣

った生活をすることの大切さについて証された。

ブラッドフォー ド長老は神の第一の戒め(マ

ルコ12:29)を 実践 して永遠の生命 を得るこ

と,ピ ーターソン長老は家庭を救い主の堅固な

岩の上に建て,証 の得 られる場所に整えること

について,ま たノ1松長老はすべての会員が神の

国に入るために互いに助けあうことの必要性を,

みたまにあふれた力強い口調で話された。その

あと全員で讃美歌94番｢山 の上に｣を 合唱し,

●① 七 十 人 第一 定 員 会 会 員 ウ ィ リアム･R･プ

ラ ッ ドフォ ー ド長 老 。 ② 管理 監 督 会 第 一 副監 督

H･バ ー ク･ピ ー ター ソン 長老 。③ 七 十 人 第一

定 員 会 会 員 ア ト'ニー･Y･小 松 長 老 。 ④ 十 二使･

徒 定 員 会 会 員 ハ ワー ト'･W･ハ ン ター 長 老

最後 にハンター長老が話された。ハンター長老

はある改宗者の兵役時代の経験を例にあげ,

日々の生活の中で模範となって人々に影響 を与

えることの大切さや,天 父からの豊かな恵みに

感謝すべきことを強調した。

常に愛と感謝をもって福音を実践し,主 の道

を歩むときに平安が,そ して永遠の生命がもた

らされるという大会での証は,聖 徒たちの信仰

生活に新たな息吹を与えた。
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した。私はなぜ,雨 上がりが良いかわかりませ

んでしたが,待 望の雨がふって母と草むしりに

行き,理 由がわかりました。雨で地面がやわら

かくなり,草 がよくぬけるのです。そして母は

草の名前や,草 でできる遊び,ま た食べられる

草のことなどを教えてくれました。私は,こ の

草むしりのことを作文に書いて,全 国作文コン

クールに出し,入 選 してりっぱな賞状やたてや

賞品をいただきました。

私は,目 標を達成するときに,父 や母,お 友

達,初 等協会の先生,教 会の兄弟姉妹が本当に

よく助けてくださるので感謝しています。目標

が一つ一つできたときに,と てもまんぞくしま

す。どんなことでもひとりで行なうことは大変

です。でも,神 様は,い ろいろな方法で私 を助

けてくださいます。私が努力するときに,神 様

は私をみちびいてくださいます。私は神様を愛

しています。神様が私たちを愛してくださって

いることを証 します。

私は今年も目標を立てましたが,目 標が達成

できるように,が んばりたいと思っています。

(ば ん･い つみ)

､.i戦､
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控
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鑑
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●前列左からふたリ目が野崎姉妹。

学校の友人8人(求 道者)を セミナリーに紹介 し,

共 に学んだ

国
年ほど前のある土曜 日のことでした。次

の日の聖餐会で話をする責任を与えられ

ていた私は,断 食して何のことについて話すべ

きか祈 り求めていました。たまたま私はその日,

ある教会の英会話教室に行く約束をしていたの

で,ク ラブの終了後そこに行ってみました。英

会話はすでに終わっており,そ の教会の教えに

ついて話していました。前々から他の教会の教

義がどのようなものなのか興味 を持っていた私

は,良 い機会だと思っていろいろと聞いてみま

したが,す ぐに私が末日聖徒であることがわか

り,そ の人はプロテスタントである自分の教会

の教義について少 し説明してくださいました。

私たち末 日聖徒の信じている教義とは違って

いるところもありました。その人と話している

うちに私はもっともっと強い信仰を築きたい,

特 にモルモン経が真実であることの揺るぎない

証を持ちたい,と 今までに感じたことのない強

い気持ちに駆られたのです。

それまでの私のモルモン経に対する証 という

ものは漠然としたものでしたからとてももろく,

心の中ではそう信じていても他の人に対 して強

く証することなど思いもよらないことでした。

とにかく次の日のお話は決まりました。モル

モン経についてです。ちょうどモルモン経のセ

ミナリーを始めたばかりでしたから,霊 的な証

には少々欠けていても,モ ルモン経の中に書か

60
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一
た。私 は父の帰りが遅 くなると,そ のあとで起

こるであろう情景を思い,不 安 に襲われるので

した。そんな父が普段私に言う言葉は腹立たし

い小言ばかりで,私 は父を恐れていました。母

の死後も父の態度は変わりませんでした。私信

食事がすむと串分の部屋に自然とこも登ように.

な りまし･た。

.そ碑 生髄 麹 ていだ敲･年 φとき･..導
りがかりめ.ふたり連れの外人に誘われて英会話
』に行くようになワ

,.そ れがきめかけで末 日聖徒
.イ
エス･キ リスト教会を知 りました。2年 生に

な･た 頃に朔 分力1ら驚 鱒 構 くれるよ.う

に頼みま鵬 .思ネば霊界囎 う轡1導 いてく
れたのかもしれません･奉 ⑫ 鱒 では,生 と

死という∴木間にはどう携もなう塗停ζとが始

終重みを占めてい々のセ穿動､:.∴.､

⑳ 働6月･.私 飲0騨 当する･と いう
諜 をよそにバプ務 確 郵 ナ部 た･父 にし

てみれば母を仏教で葬ったばカ}嘘 ったので,.

それなりにショックだったのでしょう。精 神的

にもまpっ τしまっ々昏うでした6教 会に行と

うとすζ私に,架 は皮肉まやりの小言を言った.

り,私 の落度をすべて教会をけなすことで責あ
くや

てきました。教会のことを悪く言われるのが晦
せ ん た く　

しくて,陰 で泣きながら掃除や洗濯をしていた

ことを覚えています。

それから3年 が過ぎたでしょうか。父はやっ

と私が教会に行くことについて何も言わなくな
け が

りました。それどころか,.ス キ｣で 怪我をして

歩けなく.なったときなどは,教 会まで送 り迎え

をしてくれたり,日 曜日に雑事で手間取ってい

る私を教会に促してくれるようになったのです。

そしていつしか悪酔いをすることもなくな.って

いました。』私と父の関係はとても変わりヴ まる

で今までずっとふた.りだけで生活していたかの

ようにふざけたり冗談を言い合ったりするよ.う

になりました。

大学に入ってからずっと伝道について考えて

いましたが,､2年 のとき,.休学 して伝道に出た

いと父に伝えました6父 は,好 き参事をするの

は卒業してからにしなさいと,大 反対でした。

おそらく私 自身の準備もで きて.いなかったのセ

しょう。父の言葉通り,卒 業 してから出ようと

思い,そ のときはあきらめてしまいました。

大学4年 になったとき,.伝道に出たいと再び

父に告げると1父 はひと言.｢私 は反対だ｣と 言

いましたが,2.年 前の卒業 してからと言った父

の言葉を私が繰 り返すと,父 は何も言わずに私.

を伝導に出レτくμ津した。.

伝道に出る臼が近づくにつれて,父 は外でお

酒を飲ぢことが多くなりました。.私を手放す寂

しさをこらえていたのでしょう。酔って帰った

父に夕食を作りながら,私 も辛くて涙をこぼし

ていました。
せんべつ

父は私にとって大金を饅別だと言って手渡 し

て,｢私 はお前に少 しでも多くの物を残 してや

りたいから,一 生懸命働く。家に残る物はすべ

てお前の物なのだから,伝 道中にお金がなくな

ったらいつでも言いなさい｣.と 言ってくれまし

た。

父は何と変わったのでしょうか。そして私も

変わりまし起。我が家に福音がもたらされてか

ら,輔私たち父子は本当に幸福になることができ

たのです,神 様はこれ俸どまでにバを変えてく

ださいました。.モルモン経の最初の二一フ.アイ
よ コ

の言葉のように,私 も善い父母から生まれたこ

とをこのうえもなくうれしく思っています。ま .

た心から父を愛 しています。.

伝道中,必 ず神様は父を守つてくださること

と思います。 この伝道を通 し℃神様が私たちに

どれほどの恵参をもたら.そうとレておられるか

を知っています6･今,.ご 家族の反対を押し切ウ

sz

の
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指導を全体にも,'個 人にも徹底して行ないまし

た。職員が積極的に働きかけ,光 を注がなけれ

ば,彼 らの成育環境から育まれた悪しき価値観

は強めう鵡 .集団的悪即 贈長レてま.⑳な雰 .
囲気づくりがますます困難にな ります。

慎 の男らレざζ嬬 くを殴るこζや,ケ)ζ々.

の強さで決まるものではない。悪いことをする

のが男ら.しさではない。それを断わる勇気 自. .

う はしないという勇気こそ,真 の男らしさだ。｣.
｢真の男らしさとは

,額 に汗し七働き,自 分の

責任を果たして妻子を養うその姿だ。弱い者や

年寄 りg他 の人に対.してやさしさと思いやりを`

持 つ者こそ,本 当の男らしい人である｣と,彼

らの｢悪 をもって善とし,善 をもって悪｣と す

る価値観を責めました。

教会で日々実施されている個人面接を応用し,

各個入に自己の問題点を見つめさせ,そ れを改

める努力を自らするよ.う動機づけをしま.した。

神権の原則に従い,責 ぢべきときは厳しく責め,

正直な行ないをしたとき,よ く頑張ったとき,

思 いやりある行ないをしたときなど,ほ むべき

ときにはほめて公平に愛情 と関心を示しました。

上司らの多くの助けを受け,体 当た.りで彼らと

接することによって工場の雰囲気や彼らの表情,

態度がずい分と変わってきました。

年明けの翌年1月,私 が心に描いていた一定

水準の行動 と態度を彼らが示すようになりまし

た。全員が私の指示をよく守るようになり,私

の不在のときもでたらめをすることがなくなっ

ていました。

休みの翌 日,工 場 に行 くと,｢オ ヤジさん(オ

ヤジとは職員のこと),昨 日も皆まじめにやりま

した。○○台もできましたよ｣な どと喜々とし

て報告するようになりま.した。まじめに生活す

る喜びを感 じるようになってきたのです6･夜 間

の居室での行状も良くなり,普 通に優良室をと

れるよ.うになっていました。(行状が良ければ,

部屋単位で優遇が与えられる)工 場の生産 も気

合いが入って皆患ド働くように執ρll.がみがみ
言わずとも疇 酌綿 力して働蘇 聾 な･て

いまし煽 榊 鱗 瑚 の磯 灘 標を越

えることとな膨離した。'.'急 謬/

･月･.麟 る轡 かう瞬:聯 窒
ほんとう.眼く･な端 オ噛 ζ欝 難 ◎.

瓢驚灘壊ご郷.轡騨
大人数め甥 鱗騨 欝 雌擁歓 くる
ため,ほとんど無珪と恵われていた優良工場.(エ

ハ

.場就業者全員に特典が与えられ,テ レ､ビ映画な

どを月1回 見るこ.とができる)に も選ばれるよ

うになりました。'所内の全収容者が,団 体行動

を競う集団行動訓練発表会でも常に上位を占め

るようになりう.1位 にちなりました。.チ昌ムウ

ークが非常に良くなり
,所 内ソフ ト.ボール大会

に工場内から2チ 嗣ムが出場 し,優 勝と3位 を

占める成績.を収めまし.た。

まじめざ.素 直さ,..明る さがみられる工場と

なっためです』｢夏,青 空の下,.広 々と.したグラ
も.ン･ドで.ソフトボールた興ずる彼 らには

,あ の臼

のヤクザ的虚勢やつっぱりの態度は.ありません

でした。

そして秋･珠 の職員に良い衆情でバ トンタッ
チする.こと渉できましたお主に助.けと守り;光.

を与えてぐださるよう毎日祈 .り求めたをのすば

らしい結果に,ぺ りくだつて心から感謝しまし

た。･'.

この奇 しき祝福と守り1九 導きが常に私の

職場に与えられるよう祈 りな.がら日々の仕事に

励んでいます。津た,へ りくだり祈 り求める者

た主が豊がに恵みを与えてくださることを証 し

ます。.(みるかわ1せ いえうrf950年 生 齢れ,..上

杉 ウ｣ド 部第二副監督)
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癬 調藤
･･鞍 ゆ モルモン2世 からの手維

･聴 麟

_。 たお手紙あ,がとうご抑 ま_年 のバレンタイ

ンもチ ョコレー トがゼロか と思っていたときに｢良 きおとずれ｣が

届 いたので とて もうれ しく思 いました。……

伝道は蜘 がドラマの舗 です･今 ほど｢仕 え毎 渉 羅 構

ることを教 えられるときはあ りません匁算教師忙 をっても,よ い働
ゆがド

きをするには信仰辱 勤 酬 欝･り ます･み なさん諾 い馳

若い雄 の活動 梯 成人プ 薪 ムでそれら鹸 践するζとによ

･て身につけて唖 てくだ 爵･

聖典の知識はあ社に越 野 と肺 りま掌ん醇3駄

モルモ･経 が真実だ熱 証獅 堕 圃 ⑤効 附 弟

1驚 翻澱 紬鷹1コ 榔
.､の2墜rた

いときから戒め狩 り適 甑 号ル 葵 難 きま

したが,普 通 の改宗者が｢思 い｢習

という順番で刈 り取 って蔭くの っ
お ピを ぽ ぐ

が先 にあって｢思 い｣を 刈 り取

●末日聖徒の若人の多くは改宗者であるが,教 会員を両親とレて生

まれ,福 音の中で育てられた,い わゆる｢モ ルモン2世｣な る若人

が続々と宣教師に召されるようになってきた。彼らは福音の精神を

日常生活の中で体得し,ニ ーファイのような雄々しさとたくましさ
そな

を具えている。しかし,一 方において改宗者とは違った心の軌跡が

あり,葛 藤がある。次の手紙は,伝 道中の｢モ ルモン2世｣が,自

分と同じような立場の子供を持つある家族にあてた手紙である。

1馨
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▽
生
ま
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チ
カ
フ
ト
州
グ
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ー
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ィ
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ま
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。
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イ
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ー
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ッ
ン
ユ

4
秒
50
。

▽
記
録

四
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3
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2
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樽
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げ
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鋤
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の
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功
。
パ
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成
功
率
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。
33
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じ
め
9
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N
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A
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ー
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ン
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皇
弱
鋸
茂
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ヤ
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ア
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カ
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ト
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俸
自
脳
り
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二
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イ
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閻
て
立
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わ
れ
る
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フ
レ
ー
ヤ
ー
が
現
役
て
プ
レ
i
唄

る
限
界
は
､
フ
ノ
ト
ボ
ー
ル
C
は
艮

く
て
四
十
五
戒
よ
て
。
さ
ら
に
｢て
れ

来
ま
で
約
束
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難
麟響離
1こ齪 勧 ∴ …

藁識 旛 勃
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ブ
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ン
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B
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ひ
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と
い

ヲ

"

並
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カ
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な
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